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光化学反応による大気汚染緊急時（光化学スモッグ 

注意報等発令時）におけるばい煙排出量等減少計画書 

＜記入上の注意事項＞ 

 

１ 操業状況と連絡方法について 

 

１の１ 所在地 

本社と工場の所在地が異なる場合がありますが、この欄には工場・事業場

の所在地を記入してください。 

１の２ 電話（緊急連絡先） 

代表電話、ＦＡＸ、時間外電話及び緊急用の電話について、それぞれ番号

を記入してください。（ＦＡＸ番号は注意報等発令の通報ＦＡＸを受信する

番号を記入してください。） 

電子メールアドレスは、光化学スモッグ注意報発令情報の受信を希望する

場合に記入してください。 

１の３ 環境関係担当部課・担当者 

緊急時（光化学スモッグ注意報等発令時）、ばい煙排出量減少などの措置

を実施する工場・事業場内における担当部課係名及び担当者名を記入してく

ださい。 

１の４ 操業時間 

 工場・事業場全般の操業・稼働時間帯を記入してください。 

１の５ 工場等休業時期 

工場・事業場全体が休業となる日に該当する欄に丸印を記入してくださ

い。また、５月～９月の間における盆休み、夏休み、開業記念日など工場等

の休業日についても、予定されている時期や日を記入してください。 

１の６ 主要製造品目等 

 当該工場で製造されている生産品について記入してください。 

１の７ 簡単な製造工程図 

次の例を参考にして記入してください。        

 

なお、熱源が必要な部分には例のとおり図に H（ ）を付し、更に、（ ）

内に表の施設番号を記入してください。 
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２ ばい煙排出施設に係る減少計画 

 

この表は、ばい煙発生施設に係る減少計画について記入していただくものです。

揮発性有機化合物（ＶＯＣ）排出施設のみ設置している工場・事業場においては、

この表は記入不要です。 

 

２の１ 届出施設名 

大気汚染防止法のばい煙発生施設名を記入してください。 

（例 ボイラー、乾燥炉、廃棄物焼却炉など） 

２の２ 施設規模 

施設の規模を次により記入してください。 

ボイラー：伝熱面積（㎡） 

溶 解 炉：熔解量（ｔ／ｈ）、変圧器の容量（ＫＶＡ） 

：羽口面断面積（㎡） 

乾 燥 炉：バーナーの燃焼量（Ｌ／ｈ） 

廃棄物焼却炉：焼却能力（ｋｇ／ｈ）など 

２の３ 通常時の排出量 

各施設につき、５月～９月の期間における通常の排出ガス量（湿り）につ

いて記入してください。 

(1) 燃料（重油、その他） 

排出ガスは、燃料・原料等の燃焼に伴って排出されるものであり、この

欄においては、使用する燃料の種類を記入するとともに、時間当たりの

使用量を、液体燃料（重油、灯油など）の場合Ｌ／ｈで、また、気体燃

料（都市ガスなど）の場合はｍ3 ／ｈで記入してください。 

(2) 重油、軽油を使用している場合には、そのいおう含有率（％）を記入し

てください。 

(3) ばい煙に影響のある原料使用量（投入量） 

廃棄物焼却炉における廃棄物の投入量、あるいは溶解炉などにおける鉱

石、原材料の投入量を記入してください。 

(4) 排出ガス量 

排出ガス量については、次のいずれかにより記入してください。 

ア 届出の排出ガス量と２の３(1)、(3)で記入した重油、原料等の使用量

とを勘案して算定した排出ガス量 

イ 最近の実測値 

ウ ボイラー等燃焼に伴って排出されるガス量が重油など燃料にのみ起

因する場合は、理論による排出ガス量 

２の４ 注意報時の排出量 

注意報発令時においては、当該工場等の合計総排出ガス量を２の３(4)に

記入した排出ガス量から２０％程度を目途（削減した排出ガス量が８０％と

なるよう）に、減少措置を講じてください。但し、減少措置後の排出ガス量
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の下限値は６４００Ｎｍ3 ／ｈとし、排出ガス量がそれ以下となる場合は、

削減率が２０％以下でも差し支えありません。 

なお、上記に代わる窒素酸化物排出低減対策（良質燃料への転換等）を講

ずることにより、所要の削減措置と同程度の窒素酸化物の減少を図ることが

できるときは、これに代えて当該措置をとることができます。但し、その場

合、排出ガス中の窒素酸化物の測定等によりその効果が的確に把握できるよ

うにしてください。 

        (1)  

        (2)     削減方法を具体的に記入するとともに、削減措置実施時における燃 

    (3)   料・原料使用量を記入してください。 

            例 ボイラー：使用重油の使用制限（負荷を軽減する工程についても 

                          記入してください。） 

        溶 解 炉：原料、燃料の使用制限 

        廃棄物焼却炉：廃棄物の投入量制限 

(4) 排出ガス量 

２の３(4)と同じ方法で算出し、記入してください。 

２の５ 警報時の排出量 

警報発令時においては、当該工場等の合計総排出ガス量を２の３(4)に記

入した排出ガス量から４０％程度を目途（削減した排出ガス量が６０％とな

るよう）に、減少措置を講じてください。但し、減少措置後の排出ガス量の

下限値は４８００Ｎｍ3 ／ｈとし、減少措置後の排出ガス量がそれ以下とな

る場合は、削減率が４０％以下でも差し支えありません。 

なお、注意報と同様に、窒素酸化物排出低減対策を講ずることにより、所

要の削減措置と同程度の窒素酸化物の減少を図ることができるときは、これ

に代えて当該措置をとることができます。 

おって、警報発令時における減少計画は、緊急警報発令時における減少措

置命令の具体的内容の目安となりますので、御協力をお願いします。 

        (1) 削 減 方 法 

        (2) 燃料使用量        ２の４に 

    (3) 原料使用量        同じ 

    (4) 排出ガス量 

２の６ 排出減少状況の確認方法 

減少措置が実施されているかどうかを確認する具体的な方法について記

入してください。 

          （例 油量計による確認など） 

２の７ 特記事項 

      削減計画について、特に必要なことを記入してください。 
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３ 揮発性有機化合物（ＶＯＣ）排出施設に係る減少計画 

 

  この表はＶＯＣ排出施設に係るＶＯＣ使用量及びその減少計画について記入して

いただくものです。ばい煙発生施設のみ設置している工場・事業場においては、こ

の表は記入不要です。 

  

３の１ 届出施設名 

大気汚染防止法に基づき届出されているＶＯＣ排出施設の名称を記入し

てください。 

なお、施設の記入順序は生産ラインに一致させてください。 

（例 １号塗装施設、１号乾燥炉、２号塗装施設、２号乾燥炉など） 

３の２ 施設の規模 

     施設の規模を記入してください。 

      例 塗装施設：排風機の排風能力（ｍ3／ｈ）  

           乾燥施設：送風機の送風能力（ｍ3 ／ｈ） 

３の３ 通常時の使用状況 

各施設について、５月～９月の期間における通常の（または平均的な）使

用状況について記入してください。 

    (1) ＶＯＣの種類と使用量 

      ＶＯＣの種類（トルエン、キシレンなど）及びその時間当たり使用量（Ｌ

／ｈ）を記入してください。 

        (2) 操業速度 

      施設の使用状況を操業速度として記入してください。 

              例 自動車塗装・乾燥 ○○台／ｈ 

         印刷あるいは樹脂加工乾燥 ○○ｍ／ｈあるいは枚／ｈ 

        (3) 排出ガス量 

            届出時の排出ガス量あるいは実測値を記入してください。 

３の４ 注意報時の施設の使用状況 

    (1) 削減措置 

      ＶＯＣの総使用量を３の３(1)に記入した使用量から２０％削減するた

めの削減措置の内容を施設ごとに具体的に記入してください。（例 塗装

・乾燥施設：操業短縮または停止） 

       (2) ＶＯＣ使用量 

            削減措置実施後のＶＯＣ使用量を施設ごとに記入してください。 

        (3) 操業速度 

            削減措置実施後の操業速度を施設ごとに記入してください。 

    (4) 排出ガス量 

            削減措置実施後の排出ガス量を施設ごとに記入してください。 

    (5) 使用率及び削減率 

      削減措置実施後のＶＯＣ使用量から算出した使用率及び削減率を記入し
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てください。ＶＯＣ使用量が把握できない場合には、削減措置実施後の操

業速度又は排出ガス量から推定されるＶＯＣ使用量に基づき使用率及び

削減率を記入してください。 

３の５ 警報時の施設の使用状況 

    (1) 削減措置 

      ＶＯＣの総使用量を３の３(1)に記入した使用量から４０％削減するた

めの削減措置の内容を施設ごとに具体的に記入してください。（例 塗装

・乾燥施設：操業短縮または停止） 

       (2) ＶＯＣ使用量 

            削減措置実施後のＶＯＣ使用量を施設ごとに記入してください。 

        (3) 操業速度 

            削減措置実施後の操業速度を施設ごとに記入してください。 

    (4) 排出ガス量 

            削減措置実施後の排出ガス量を施設ごとに記入してください。    

    (5) 使用率及び削減率 

      削減措置実施後のＶＯＣ使用量から算出した使用率及び削減率を記入し

てください。ＶＯＣ使用量が把握できない場合には、削減措置実施後の操

業速度又は排出ガス量から推定されるＶＯＣ使用量に基づき使用率及び

削減率を記入してください。 

３の６ 排出減少状況の確認方法 

     減少措置の実施を具体的に確認する方法について記入してください。 

            例 樹脂加工、乾燥施設における操業速度を示すスピードメー 

              ターなど 

３の７ 給油作業 

     有機溶剤タンクにタンクローリー等から給油する際の排気の状態、注意報

等発令時の措置について記入してください。 

        (1) 給油作業時の有機溶剤タンクからの排気の方法 

      タンクローリー等へ排気を戻す「均圧管方式（リターン方式）」である

か、大気中へそのまま放出する「自然排気方式」であるかを記入してくだ

さい。 

        (2) 注意報等発令時の措置 

       「自然排気方式」をとっている場合は、注意報等発令時にＶＯＣの大気

中への排出を抑制するため、給油作業を控える等の措置を具体的に記入し

てください。 

        (3) 有機溶剤タンクの容量及び数 

      設置している有機溶剤タンクの容量とその数を記入してください。 

        (4) 総給油量・回数 

      工場全体での有機溶剤の１日当たりの給油量及び給油回数を記入してく

ださい。 
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４ その他 

  本計画書の記入に際し不明な箇所、疑問等がございましたら下記までお問い合わ

せ願います。 

 

    京都府総合政策環境部環境管理課大気係  

   ＴＥＬ （０７５）４１４－４７１１ 

   ＦＡＸ （０７５）４１４－４７０５ 

 


